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研究成果の概要（和文）：この4年の研究期間に、研究メンバーが発表した雑誌論文は25本、国内・国際学会で
成果を発表した回数は31回、著書は8 冊を刊行した。更に、本研究のテーマに即して、合計５回の宋代文学研究
国際シンポジウムを開催した。シンポジウムのテーマは次の通りである。第1回「近世出版文化の幕開け－宋代
の文集編纂と流伝を巡って－」、第2回「宋人文集の形成と伝承」、第3回「版本時代のエディター－詩人・親
族・書肆－」、第4回「文学テクストの編纂と流伝」、第5回「編纂と伝承－宋人文集研究－」。シンポジウムを
通して、海外の研究者と多くの意見交換を行い、研究を多角的に進めることができた。
            

研究成果の概要（英文）：Over the past four years, 25 journal articles were published by the members 
of the research team , 31presentations were given regarding the research results at both domestic 
and international academic conferences, and eight books have been published.
Additionally, five international symposia studying the literature of the Song dynasty  were held, 
centering on the theme of this study.The themes of the symposia were as follows.1. The beginnings of
 modern publication culture;literary compilation and circulation by the Song dynasty　2. Formation 
and tradition of the Song dynasty collections　3. Editors of the earliest book-printing era;
poets/relatives/bookstores　4. Compilation and circulation of literary texts　5. Compilation and 
tradition;study of the Song dynasty collectionsThese symposia enabled fascinating exchanges with 
researchers based overseas and gave impetus to the advancement of my own study given to me by the 
diverse perspectives I was exposed to.
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１． 研究開始当初の背景 
 
中国では宋代に入ると、書物の印刷が本格

的に普及する。ここで言う印刷とは木版によ
る印刷のことで、宋代は本格的な木版印刷本
の時代だと言うことができる。それ以前の手
書きの写本から木版印刷本へという変化は、
印刷による多くの複製が可能になり、それを
受容する読者層が顕在化し、さらに情報伝達
の速度が早くなるなど、当時の文化に大きな
影響を与えた。このような文化背景の下、宋
代には、文人たちが自覚的に文集（詩文集）
の整理・編纂に取り組むようになる。その結
果として、宋代及びそれ以降、多種多様な文
集が次々と編纂され、様々な形で伝承されて
いく。本研究は、かかる文集の編纂と伝承の
プロセスについて総合的に考察し、あわせて、
そうした編纂・伝承を支えていた中国文人の
文学観及び社会的文化的背景を明らかにし
ようとして構想した。 
 
２． 研究の目的 

 
従来の文献書誌学的視点に加えて、文学論

的視点及び社会文化論的観点を有機的に連
関させる形で、宋代に編纂された文集の編纂
と、その後の伝承過程について総合的に考察
することを主な目的とする。あわせて、宋代
における文集の編纂やその伝承を支えてい
た中国文人の文学観及び社会的文化的背景
についても明らかにすることを目指した。 
 
３． 研究の方法 

 
本研究は 5名による共同研究である。基本

は5名各自が定めたテーマに即して個人研究
の形をとるが、毎年研究についての打ち合わ
せを行い綿密な連携をはかった。また期間中
に毎年「宋代文学研究国際シンポジウム」を
開催し、海外からの研究者と科研メンバ－が
研究の成果を発表した。海外から招請した研
究者に対しては、予め入念に人選を行い、事
前に希望のテーマを伝えて、研究発表を行っ
てもらった。5 回のシンポジウムにより、海
外研究者と科研メンバーで様々な意見交換
を行い、研究課題を点から線へ、線から面へ
と発展的に捉える機会とした。 
 
４．研究成果 
 
この 4年間では、まず研究対象を精確に把

握し、問題の所在を具体的に明らかにした。
次に、5 名ぞれぞれが個別テーマに即して、
関連資料を収集し、テキストを読み込むとい
う基礎的作業から出発し、特に研究期間の後
半にはアウトプットを重視してそれぞれの
成果を国内学会や国際学会で積極的に発表
した。 
 本科研の特筆すべき成果の一つとしては、
「宋代文学研究国際シンポジウム」を 5回開

催し、日本と海外、特に中国や台湾の学者が
一堂に会し、関連する成果を持ち寄り討論し
たことである。このシンポジウムを通して、
本研究のテーマの可能性を対外的に示し、本
研究を大いに発展させることができた。 
また、科研メンバーの浅見、東、内山、萩

原が日本宋代文学学会の会長、副会長、理事
等をつとめており、本科研主催の「宋代文学
研究国際シンポジウム」を毎年の日本宋代文
学学会大会において開催することができた。
それによって、多くの宋代文学の研究者と交
流し、討論できたことは本科研の成果の一つ
である。このように日本宋代文学学会とコラ
ボすることで、日本における宋代文学研究者
の本科研への関心を深めただけでなく、本科
研メンバーも様々な研究者と意見交換や討
論ができて、研究を一層進展させ、さらなる
研究の可能性を探ることができた。 
本研究期間には、科研のメンバーによって、

25 本の論文を発表し、国内外で 31 回の研究
発表を行い、関連する著書を 8 冊刊行した。
特に科研の成果をまとめて、『宋人文集の編
纂と伝承』（中国書店）を刊行して研究成果
を広く公表した。 
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